


ヴェーダ祭式について 

 

 「火」への神々の召喚と、神々への讃歌、および、火にくべる供物を通じての、 

 神々との交流。 

 ソーマ（植物の搾り汁）によって興奮状態を作る。 

 神々は、自然や社会のつつがなき運行を請け負う。（自然神、機能神） 

 

祭式の分類 

 シュラウタ祭式 (複数の祭官を招待して開催する大規模祭式; ３つの祭火を使用) 

 グリヒヤ祭式（個人の家庭で行われる家庭祭） 

 

シュラウタ祭式の中の分類 

 穀物祭（haviryajña-）  Darśapūrṇamāsau, Cāturmāsya, Agnyādheya … 

 犠牲獣祭（paśuyajña-）  

  ~ ソーマ祭   Soma, Agnicayana, Vājapeya, Rājasūya … 

 

Hillebrandt, Ritual-Litteratur 1897. 

ヴェーダ祭式とはどのようなものか？

さまざまなシュラウタ祭
周期的に行うもの：朝晩の礼拝とミルク献供、新月満月祭、季節祭

新満月祭と季節祭は、献供物は大麦製のパンケーキ
特別に行うもの：ソーマ祭＋動物供犠、火壇積み祭、王の灌頂、

戦車競走



家長は、自分の火を持
ち、それを生涯消さず
に保ち、すべての祭式
をその祭火によって行
う。

死後は、その自分の火
に焼かれることで、天
界に行き、生前積んだ
功徳に出会うことがで
きると考えられている。

火を保持するために、
朝晩、火を崇拝する儀
礼を行う。



火壇積みの祭式
準備から終わるまで１年。多くの祭官を招いて行う大規模な祭式

火壇の場所に種まきの儀礼を行
い、下層に動物と人間の頭を埋
める（入植の儀礼？地鎮祭？）

火壇が鳥（鷲）の形をしている。
天界へ行くため。
（死後のための祭？）

祭式の起源は様々。いろいろな
要素が混ざり込み、複雑。
土着の宗教の影響も。



 それぞれの家系に伝承される聖典は、一連の文献ジャンルのセット 

  sa hitā  祭式で用いる讃歌・祭詞 

  brāhmaṇa 祭式の説明 

  āraṇyaka 「森林で学ぶ秘密の教え」 

  upaniṣad （祭式哲学を基にした）哲学 

  śrautasūtra シュラウタ祭の説明 

  g hyasūtra グリヒヤ祭の説明 

  dharmasūtra 生活規範 

ヴェーダ文献のジャンル

これら様々なジャンルのヴェーダ文献を「セット」にして各家系（学派）
で保持した。

サンヒター

ブラーフマナ

アーラニヤカ

ウパニシャッド

シュラウタスートラ

グリヒヤスートラ

ダルマスートラ



ヴェーダ文献について 

 

 ４つの家系がそれぞれの聖典を伝承し、学派を形成している。 

  これら４つの家系はそれぞれ特有の祭官職（祭式における役割） 

  に従事していた： 

 

  hot    神々の召喚、称賛  g-Veda 

  udgāt    歌詠（メロディーつき） Sāma-Veda 

  adhvaryu  司会進行   Yajur-Veda 

  brahman 監視、チェック  Atharva-Veda 

ヴェーダ文献を伝承する家系（学派）について

大きく分けて４つの学派がある。
この４つは、祭式の時に担う役割の違いに根差している。



Ṛgveda Yajurveda

Kṛṣṇa Śukla

Śākala Bāṣkala, ... Kapiṣṭhala-Katha Katha Maitrāyaṇīya Taittirīyaka V ājasaneyin

Śākala Bāṣkala Kapiṣṭhala-
Katha

Kāṭhaka Maitrāyaṇī Taittirīya Mādhyandina Kānva

Aitareya Kauṣītaki / 
Śāṅkhāyana

(Kapisthala-

Katha-
Samhita)

(Kathaka-

Samhita)

(Maitrayani 

Samhita)

Taittirīya Satapatha-
(Mādhyandina)

(Kanva)

Aitareya Śāṅkhāyana
Katha-

Aranyaka

Taittirīya (Satapatha-
Brahmana
Madhyandina)

Bṛhad 

Āraṇyaka-
Upaniṣad
(Kanva)

Aitareya Kauṣītaki Kāṭha Maitrāyaṇīya Taittirīya (Satapatha-
Brahmana
Madhyandina)
/  Īśa

Bṛhad 

Āraṇyaka-
Upaniṣad
(Kanva)

(Śākhā)

Saṃhitā

Brāhmaṇa

Āraṇyaka

Upaniṣad
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Sāmaveda Atharvaveda

(Śākhā) Rāṇāyanīya Kauthuma Jaiminīya Śaunaka Paippalāda

Saṃhitā Rāṇāyanīya Kauthuma Jaiminīya Śaunaka Paippalāda

Brāhmaṇa Pañcaviṃśa-Brāhmaṇa = 
Tāṇḍyamahā-Brāhmaṇa

Jaiminīya-
Brāhmaṇa
= Talavakāra-
Brāhmaṇa

Gopatha

Āraṇyaka

Upaniṣad Chāndogya- / Jaiminīya- / Kena - Upaniṣad Muṇḍaka / Praśna / Māṇḍukya



入門書紹介



入門書紹介



山崎元一 『古代インドの文明と社会』（中央公論
社）2009.  ISBN:4124034032 

前田専學 『インド哲学へのいざない：ヴェーダとウ
パニシャッド』（日本放送出版協会）2000.  ISBN: 
4140841265

入門書紹介
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ヴラーティア(Vratya)について：古代インド研究の最先端

「リグヴェーダが最も古く、その次がアタルヴァヴェーダ」と言われ
るが、アタルヴァヴェーダを作った人々のほうが、先にインドに来て、
土着の文化と融合しながら独自の信仰・生活スタイルを保っていた。
リグヴェーダの権威は、ある意味政治的なもの。

アタルヴァヴェーダを作った人々：ヴラーティア
・男性のみのグループで集団生活を行う習慣（若集組）
・集団生活は修行的、禁欲的。瞑想や哲学議論を行ったか。
・集団生活は一年周期。締めくくりには特別な儀礼および
「打ち上げ」のような無礼講。

・ルドラ（シヴァ神の原型）信仰。リグヴェーダとは違う「山の神」。
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